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論 文 題 目 

上顎臼歯部人工歯の排列位置が話者認識に及ぼす影響 

論文審査の要旨 

義歯製作にあたり発音機能を回復するためには，義歯の口蓋側形態や人工歯排列位置が重要で

ある．特に上顎全部床義歯製作において，無歯顎顎堤の状態により義歯の安定性を図るため，人

工歯を口蓋側に排列することで，構音機能に影響を及ぼし話者認識に影響を与えることがある．

本研究は，上顎臼歯部人工歯排列位置の変化および，義歯の厚みが話者認識に及ぼす影響につい

て検討することを目的とし，話者認識装置により認識率を評価，音響分析装置を用いて音響分析

を行った． 

被験者は歯の欠損がなく，顎口腔機能に異常がない，個性正常咬合を有する成人男性 10名（22

歳～31歳，平均年齢 26.7 歳）を選択した．各被験者の上顎歯列模型を製作し，模型上でマウス

ガード用シートを軟化圧接を行い，6種類の実験的口蓋床を製作した．金属床義歯を想定した厚

さ 0.5mm（以下 M0），レジン床義歯を想定した厚さ 2.0mm（以下 R0），M0，R0のそれぞれ両側

臼歯部口蓋側にパラフィンワックスを 1枚軟化圧接（以下M1，R1），2枚圧接（以下M2，R2）

した実験的口蓋床を製作した．各被験者に各実験的口蓋床を未装着（以下 N），装着の状態で被

験語を発音させ，朝日大学医科歯科医療センター内無響音室で録音した．被験語には，話者認識

用に現代日本語の拍の五十音図より，「アイウエオ」～「パピプペポ」までそれぞれをひとつの

キーワードとした 15フレーズを選択し，分析には Voice Passport Embedded を用いた． 

さらに，周波数および被験語持続時間の音響分析用の被験語には日本語母音「ア」，「イ」，「ウ」，

「エ」，「オ」の間に子音を挟んだ V‐C‐V 系列を用いた．子音は，破裂音である「パ行」，「カ行」，

タ行のうちの「タ」，「テ」，「ト」，破擦音でタ行のうちの「チ」，「ツ」，そして摩擦音である「サ

行」，「ハ行」を選択した．音響分析は杉スピーチアナライザーを用いて行った． 

話者認識率では Nと比較しすべての実験群および，M0-M1，M0-M2，R0-R1間で有意な低下を

認めた．先行母音持続時間の破裂音では Nと比較し M1，M2，R0，R1，R2 で，M0-M2 間に有意

な短縮を認めた．摩擦音では N-M1，M0-M1，M0-M2 間に有意な延長を認めた． 

子音持続時間の破裂音は，Nと比較しすべての実験群および，M0-M2 間で有意な延長を認めた．

摩擦音では N-M2，N-R0，N-R1，N-R2，M0-M2 間に有意な延長を認めた．後続母音持続時間の

破裂音では Nと比較しすべての実験群および，R0-R1間に有意な延長を認めた．摩擦音では有意

差を認めなかった．ピッチ高低差の破裂音ではすべての実験群に有意差はなかったが，摩擦音で

は N-M1間に有意な低下を認めた． 
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このことは，以下のことを示唆している．1．実験的口蓋床により認識率の低下を認めた．2．

先行母音持続時間および後続母音持続時間は口蓋床による影響が少ない．3．ピッチ高低差は，実

験的口蓋床装着による影響が少ない．4．子音持続時間は実験的口蓋床を装着することにより延長

し，金属床義歯を想定とした 0.5mm床は口蓋側排列の影響を受けやすい． 

以上より，上顎臼歯部人工歯排列位置の変化は子音持続時間を延長させ，話者認識率を低下さ

せることが明らかとなった．本研究の成果より，上顎臼歯部人工歯排列時には発音の観点から，

十分に考慮が必要であり，特に金属床義歯の場合その影響を強く受けることが明らかとなった． 

審査委員は，本論文を博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した． 
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